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児童１人当たり
5000 円／月

　

法
改
正
に
伴
い
、
令
和
４
年
10
月
支

給
分
よ
り
、
所
得
が
一
定
以
上
の
場
合
、

児
童
手
当
は
支
給
さ
れ
な
く
な
り
ま
す
。

（
図
・
表
）

　

翌
年
度
以
降
に
所
得
が
上
限
額
を
下

回
っ
た
場
合
、
手
当
を
受
給
す
る
こ
と

が
で
き
ま
す
が
、
児
童
手
当
の
申
請
が

改
め
て
必
要
と
な
り
ま
す
の
で
、
ご
注

意
く
だ
さ
い
。

　

ケ
ア
ラ
ー
と
は
、
心
や
体
に
不
調
が

あ
る
人
の「
介
護
」「
看
病
」「
療
育
」「
世

話
」「
気
遣
い
」
な
ど
、
ケ
ア
の
必
要

な
家
族
や
近
親
者
、
友
人
・
知
人
な
ど

を
無
償
で
ケ
ア
す
る
人
の
こ
と
（
一
般

社
団
法
人
日
本
ケ
ア
ラ
ー
連
盟
に
よ
る

定
義
）
で
す
。
高
齢
化
の
進
展
に
伴
い
、

ケ
ア
ラ
ー
は
全
国
的
に
増
加
傾
向
に
あ

る
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。

　

ケ
ア
ラ
ー
は
家
族
か
ら
頼
り
に
さ
れ

て
い
る
一
方
で
、
周
囲
に
悩
み
を
理
解

さ
れ
ず
、
心
身
に
大
き
な
負
担
を
抱
え

て
い
る
場
合
が
あ
る
た
め
、
社
会
全
体

で
支
え
て
い
く
こ
と
が
必
要
で
す
。

　

６
月
以
降
は
、
児
童
手
当
の
受
給
者

情
報
を
住
民
基
本
台
帳
な
ど
で
確
認
す

る
た
め
、
現
況
届
の
提
出
は
原
則
不
要

に
な
り
ま
す
。

　

た
だ
し
、
離
婚
協
議
中
で
配
偶
者
と

別
居
し
て
い
る
人
、
単
身
赴
任
な
ど
で

児
童
と
別
居
し
て
い
る
人
、
里
親
ま
た

は
施
設
に
入
所
し
て
い
る
人
の
ほ
か
、

帯
広
市
か
ら
案
内
が
あ
っ
た
人
は
、
現

　

ケ
ア
ラ
ー
の
心
身
の
健
康
確
保
や
、

安
定
し
た
収
入
の
確
保
、
仕
事
や
趣
味

な
ど
を
通
じ
た
社
会
と
の
つ
な
が
り
を

維
持
す
る
こ
と
は
、
高
齢
者
に
対
す
る

虐
待
や
家
族
介
護
の
質
の
低
下
、
さ
ら

に
は
生
活
困
窮
化
の
リ
ス
ク
を
防
止
・

低
減
す
る
こ
と
に
つ
な
が
り
ま
す
。

　

介
護
に
よ
る
ス
ト
レ
ス
や
悩
み
を
、

誰
に
も
相
談
で
き
ず
一
人
で
抱
え
込
み
、

適
切
な
対
応
が
と
ら
れ
な
け
れ
ば
、
問

題
が
さ
ら
に
深
刻
化
し
、
ケ
ア
ラ
ー
と

況
届
の
提
出
が
必
要
で
す
。
例
年
ど
お

り
現
況
届
を
送
付
す
る
の
で
、
期
限
ま

で
に
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。
期
限
ま
で

に
提
出
が
な
い
場
合
、
手
当
を
受
け
ら

れ
な
く
な
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

要
介
護
者
が
共
倒
れ
し
て
し
ま
う
懸
念

も
あ
り
ま
す
。

　

今
後
、
高
齢
化
や
核
家
族
化
が
進
行

し
て
い
く
中
で
、
１
人
当
た
り
の
介
護

者
に
掛
か
る
負
担
は
い
っ
そ
う
増
大
し

て
い
く
こ
と
が
見
込
ま
れ
ま
す
。
介
護

が
必
要
と
な
っ
て
も
ケ
ア
ラ
ー
、
要
介

護
者
が
共
に
自
分
ら
し
く
安
心
し
た
生

活
を
送
れ
る
こ
と
が
重
要
で
す
。

　

帯
広
市
で
は
、
ケ
ア
ラ
ー
の
負
担
が

軽
減
さ
れ
る
よ
う
地
域
包
括
支
援
セ
ン

タ
ー
や
社
会
福
祉
協
議
会
、
介
護
サ
ー

ビ
ス
事
業
所
な
ど
、
ケ
ア
ラ
ー
を
支
え

る
地
域
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
で
相
談
を
受

け
た
り
、
支
援
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

過
度
な
介
護
負
担
を
感
じ
た
り
、
周

り
に
介
護
に
困
っ
て
い
る
人
が
い
ま
し

た
ら
、
介
護
高
齢
福
祉
課
や
、
お
近
く

の
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
（
表
）
へ

相
談
し
て
く
だ
さ
い
。

　

た
だ
し
、
次
に
該
当
す
る
人
は
帯

広
市
に
申
請
が
必
要
で
す
。

・
退
職
な
ど
に
よ
り
公
務
員
で
な
く

な
っ
た
人

・
帯
広
市
か
ら
児
童
手
当
を
受
給
し

て
い
て
、
公
務
員
に
な
っ
た
人

・
公
務
員
で
あ
る
配
偶
者
が
児
童
手

当
を
受
給
す
る
こ
と
に
な
っ
た
人

　

申
請
が
遅
れ
る
と
、
遅
れ
た
月
分

の
児
童
手
当
を
受
け
ら
れ
な
く
な
っ

た
り
、
二
重
払
い
に
よ
る
手
当
の
返

還
が
必
要
に
な
る
場
合
が
あ
り
ま

す
。
変
更
が
生
じ
た
日
の
翌
日
か
ら

15
日
以
内
に
申
請
し
て
く
だ
さ
い
。

児
童
手
当
に
所
得
上
限
が

設
け
ら
れ
ま
す

介
護
の
負
担
や
悩
み
を

抱
え
て
い
ま
せ
ん
か
？

児
童
手
当
の
制
度
改
正

ケ
ア
ラ
ー
（
家
族
介
護
者
等
）の
支
援

　
令
和
４
年
10
月
支
給
分
（
６
〜
９
月
分
）
よ
り
、
所
得
の
上
限
額
が
設
定
さ
れ

る
ほ
か
、
毎
年
６
月
に
案
内
し
て
い
た
現
況
届
の
提
出
が
原
則
不
要
に
な
り
ま
す
。

　
介
護
の
悩
み
な
ど
を
一
人
で
抱
え
込
ん
で
し
ま
う
こ
と
で
、
問
題
が
さ
ら
に
深

刻
化
す
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。
あ
な
た
は
大
き
な
負
担
を
抱
え
て
い
ま
せ
ん
か
？

こ
ど
も
課
（
市
庁
舎
３
階
、
☎
65
・
4
1
6
0
）

問
い
合
わ
せ

介
護
高
齢
福
祉
課
（
市
庁
舎
１
階
、
☎
65
・
４
１
４
５
）

問
い
合
わ
せ

所
得
が
一
定
額
以
上
の
人
は
、

児
童
手
当
が
受
け
ら
れ
な
く
な
り
ま
す

現
況
届
の
提
出
が

原
則
不
要
に
な
り
ま
す

ケ
ア
ラ
ー
の
支
援
や
相
談
を

行
っ
て
い
ま
す

ケ
ア
ラ
ー
へ
の
支
援
に
つ
い
て

表　所得制限・所得上限限度額

扶養人数

【Ａ】（所得制限限度額） 【Ｂ】（所得上限限度額）

所得額
（万円）

年収目安
（万円）

所得額
（万円）

年収目安
（万円）

０人 622 833 858 1071

１人 660 875 896 1124

２人 698 917 934 1162

３人 736 960 972 1200

４人 774 1002 1010 1238

５人 812 1040 1048 1276

図　法改正後の支給額

支給なし

児童１人当たり
5000 円／月

児童１人当たり
１万円／月

または
１万 5000 円／月

児童１人当たり
１万円／月

または
１万 5000 円／月

【Ｂ】

【Ａ】

前年の所得が
【Ａ】未満の人…………… 変更なし
【Ａ】以上【Ｂ】未満の人… 変更なし
【Ｂ】以上の人…………… 変更あり

　　　　　　　　　　　（児童１人当たり5000円／月→支給なし）

表　地域包括支援センターと担当圏域
お住まいの地域 担当地域包括支援センター 住所 電話

鉄南 帯広至心寮 西５南30 ☎ 24・1150

東 帯広至心寮（東） 東13南６ ☎ 66・4613

西 帯広市社会福祉協議会 公園東町３ ☎ 21・3292

川北 帯広市社会福祉協議会（北） 西14北１ ☎ 66・4535

広陽・若葉 愛仁園 西16南28 ☎ 49・2338

西帯広・開西 愛仁園（西） 西24南１ ☎ 61・1616

川西・大正 帯広けいせい苑 川西町西１線 ☎ 53・4771

南 帯広けいせい苑（南） 西５南37 ☎ 67・8437

障害をもつ子どもを育て
ている

仕事を辞めて一人で親の
介護をしている

アルコール・薬物依存や
引きこもりなどの家族を
ケアしている

健康不安を抱えながら
高齢者が高齢者をケア
している

遠くに一人で住む高齢の
親が心配で頻繁に通っ
ている

障害や病気の家族の世
話や介護をいつも気に
かけている

仕事と介護で精いっぱ
いで他に何もできない

目を離せない家族の見
守りなどのケアをしてい
る

公
務
員
は
勤
務
先
か
ら

児
童
手
当
が
支
給
さ
れ
ま
す

現　行 改正後

こんな人がケアラーです
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